
■北条氏康      後北条氏第3代目当主。天才的戦略で後続戦国武将の手本になり，理想的内政により，江戸の太平を先駆した。■北条氏康      後北条氏第3代目当主。天才的戦略で後続戦国武将の手本になり，理想的内政により，江戸の太平を先駆した。■北条氏康      後北条氏第3代目当主。天才的戦略で後続戦国武将の手本になり，理想的内政により，江戸の太平を先駆した。■北条氏康      後北条氏第3代目当主。天才的戦略で後続戦国武将の手本になり，理想的内政により，江戸の太平を先駆した。■北条氏康      後北条氏第3代目当主。天才的戦略で後続戦国武将の手本になり，理想的内政により，江戸の太平を先駆した。■北条氏康      後北条氏第3代目当主。天才的戦略で後続戦国武将の手本になり，理想的内政により，江戸の太平を先駆した。
ほうじょううじやす
・・・・・・1515＝      伊豆韮山で，後北条初代として扱われる伊勢宗瑞(北条早雲)が存命中に，第2代当主伊勢氏綱の嫡男に生ま

れる。母は氏綱の正室の養珠院。幼名は伊豆千代丸(後，新九郎)。姓名は平氏康。
義興周防帰国義興周防帰国義興周防帰国義興周防帰国義興周防帰国義興周防帰国1518＝ 3歳：
・・・・・・1519＝ 4歳：この年，今川義元が誕生。祖父宗瑞が死去。
足利義晴将軍1521＝ 6歳：この年，武田信玄が誕生。
寧波の乱・・寧波の乱・・寧波の乱・・寧波の乱・・寧波の乱・・寧波の乱・・1523＝ 8歳：父が北条氏を名乗るようになる。
・・・・・・1524＝ 9歳：＝ 9歳：＝ 9歳：＝ 9歳：＝ 9歳：＝ 9歳：

武芸の稽古ではいつも怯えた様子で，家臣たちから臆病にみられ，それを恥じて自害しようとし，'それこ
そ己を知る大将の器である'と諭したといわれる傳役の清水吉政によって，心身両面から支えられて育ち，

・・・・・・1529＝14歳：父氏綱が左京大夫任官の年，元服し，
遣明船復活・1530＝15歳：この年，上杉謙信が誕生。多摩川河畔の小沢原の戦いで初陣，勝利を収めたという。

教養・学問にも熱心で，三略の講義を足利学校で受け，歌道は三条西実隆に師事，蹴鞠作法は飛鳥井雅綱か
ら伝授されている。

大和一向一揆1532＝17歳：父氏綱が，鶴岡八幡宮再建という大事業に着手，
・・・・・・1533＝18歳：＝18歳：＝18歳：＝18歳：＝18歳：＝18歳：
・・・・・・1535＝20歳：今川氏親の娘を正室に迎えている。甲斐山中合戦，
天文法華の乱1536＝21歳：今川氏親の長男氏輝が急死して，家督を巡ってお家騒動が起こった際，父氏綱が介入して義元が家督を相続

するが，討ち死にした福島政成の子綱成が北条氏を頼って小田原に落ち延び，武勇に優れて父氏綱に気に入
られ，娘婿として北条姓を許された北条綱成を信頼し，側近として重用し，共に戦って勝利して行く。

・・・・・・1537＝22歳：父と共に鎌倉鶴岡八幡宮に社領を寄進。河越城攻略などに出陣して戦功を重ね，
銀輸出始・・1538＝23歳：のちに4代当主となる次男氏政が誕生。_古河公方の次男で対抗してきた小弓公方足利義明と里見連合軍と，_古河公方の次男で対抗してきた小弓公方足利義明と里見連合軍と，_古河公方の次男で対抗してきた小弓公方足利義明と里見連合軍と，_古河公方の次男で対抗してきた小弓公方足利義明と里見連合軍と，_古河公方の次男で対抗してきた小弓公方足利義明と里見連合軍と，_古河公方の次男で対抗してきた小弓公方足利義明と里見連合軍と，

父と共に戦い，敵の総大将義明を討ち取って勝利，小弓公方父と共に戦い，敵の総大将義明を討ち取って勝利，小弓公方父と共に戦い，敵の総大将義明を討ち取って勝利，小弓公方父と共に戦い，敵の総大将義明を討ち取って勝利，小弓公方父と共に戦い，敵の総大将義明を討ち取って勝利，小弓公方父と共に戦い，敵の総大将義明を討ち取って勝利，小弓公方を滅亡させ(第一次国府台合戦)，を滅亡させ(第一次国府台合戦)，を滅亡させ(第一次国府台合戦)，を滅亡させ(第一次国府台合戦)，を滅亡させ(第一次国府台合戦)，を滅亡させ(第一次国府台合戦)，
・・・・・・1539＝24歳：_将軍足利義晴から巣鷂(鷹の雛)を贈られている。_将軍足利義晴から巣鷂(鷹の雛)を贈られている。_将軍足利義晴から巣鷂(鷹の雛)を贈られている。_将軍足利義晴から巣鷂(鷹の雛)を贈られている。_将軍足利義晴から巣鷂(鷹の雛)を贈られている。_将軍足利義晴から巣鷂(鷹の雛)を贈られている。
・・・・・・1540＝25歳：鶴岡八幡宮の上宮正殿が完成し，盛大な落慶式を挙行してまもなく，
武田信玄登場1541＝26歳：武田信玄が甲斐の当主になる。*父氏綱が，｢五か条の訓戒状｣を遺して死去，家督を継いで当主となった。*父氏綱が，｢五か条の訓戒状｣を遺して死去，家督を継いで当主となった。*父氏綱が，｢五か条の訓戒状｣を遺して死去，家督を継いで当主となった。*父氏綱が，｢五か条の訓戒状｣を遺して死去，家督を継いで当主となった。*父氏綱が，｢五か条の訓戒状｣を遺して死去，家督を継いで当主となった。*父氏綱が，｢五か条の訓戒状｣を遺して死去，家督を継いで当主となった。
今川義元登場1542＝27歳：＝27歳：＝27歳：＝27歳：＝27歳：＝27歳：伏見宮貞敦親王から｢貫之集｣を下賜されているように，歌に優れるばかりでなく，
鉄砲伝来・・鉄砲伝来・・鉄砲伝来・・鉄砲伝来・・鉄砲伝来・・鉄砲伝来・・1543＝28歳：
・・・・・・1544＝29歳：父の死去後も続けてきた鶴岡八幡宮再建事業が完了，東国武家政権の政治的後継者たる存在証明となる。
・・・・・・1545＝30歳：これ以前には，日本最古の水道とされる小田原早川上水を造り上げるなど，城下の整備を一気に進める一方

で，_駿河の今川義元が，関東管領山内上杉憲政や扇谷上杉朝_駿河の今川義元が，関東管領山内上杉憲政や扇谷上杉朝_駿河の今川義元が，関東管領山内上杉憲政や扇谷上杉朝_駿河の今川義元が，関東管領山内上杉憲政や扇谷上杉朝_駿河の今川義元が，関東管領山内上杉憲政や扇谷上杉朝_駿河の今川義元が，関東管領山内上杉憲政や扇谷上杉朝定らと連携して，家臣北条綱成が守る河越城定らと連携して，家臣北条綱成が守る河越城定らと連携して，家臣北条綱成が守る河越城定らと連携して，家臣北条綱成が守る河越城定らと連携して，家臣北条綱成が守る河越城定らと連携して，家臣北条綱成が守る河越城
を攻撃，救援に出るも，東西から挟み撃ちにあって絶体絶命の危機に陥るが，巧みに油断をさそい，を攻撃，救援に出るも，東西から挟み撃ちにあって絶体絶命の危機に陥るが，巧みに油断をさそい，を攻撃，救援に出るも，東西から挟み撃ちにあって絶体絶命の危機に陥るが，巧みに油断をさそい，を攻撃，救援に出るも，東西から挟み撃ちにあって絶体絶命の危機に陥るが，巧みに油断をさそい，を攻撃，救援に出るも，東西から挟み撃ちにあって絶体絶命の危機に陥るが，巧みに油断をさそい，を攻撃，救援に出るも，東西から挟み撃ちにあって絶体絶命の危機に陥るが，巧みに油断をさそい，

足利義輝将軍1546＝31歳：_城内の綱成と連携して夜襲をかけ，上杉朝定を討って扇谷上杉氏は滅亡させ，上杉憲政，足利晴氏は遁走_城内の綱成と連携して夜襲をかけ，上杉朝定を討って扇谷上杉氏は滅亡させ，上杉憲政，足利晴氏は遁走_城内の綱成と連携して夜襲をかけ，上杉朝定を討って扇谷上杉氏は滅亡させ，上杉憲政，足利晴氏は遁走_城内の綱成と連携して夜襲をかけ，上杉朝定を討って扇谷上杉氏は滅亡させ，上杉憲政，足利晴氏は遁走_城内の綱成と連携して夜襲をかけ，上杉朝定を討って扇谷上杉氏は滅亡させ，上杉憲政，足利晴氏は遁走_城内の綱成と連携して夜襲をかけ，上杉朝定を討って扇谷上杉氏は滅亡させ，上杉憲政，足利晴氏は遁走
(河越合戦)。関東公方と関東管領の権威は失墜し，関東での(河越合戦)。関東公方と関東管領の権威は失墜し，関東での(河越合戦)。関東公方と関東管領の権威は失墜し，関東での(河越合戦)。関東公方と関東管領の権威は失墜し，関東での(河越合戦)。関東公方と関東管領の権威は失墜し，関東での(河越合戦)。関東公方と関東管領の権威は失墜し，関東での勃興の機会を掴む。勃興の機会を掴む。勃興の機会を掴む。勃興の機会を掴む。勃興の機会を掴む。勃興の機会を掴む。

ザビエル来日ザビエル来日ザビエル来日ザビエル来日ザビエル来日ザビエル来日1549＝34歳：_関東で大地震が発生，被災した領民への対応が後手に回り，領国全域で，農民が村や田畑を放棄して逃亡_関東で大地震が発生，被災した領民への対応が後手に回り，領国全域で，農民が村や田畑を放棄して逃亡_関東で大地震が発生，被災した領民への対応が後手に回り，領国全域で，農民が村や田畑を放棄して逃亡_関東で大地震が発生，被災した領民への対応が後手に回り，領国全域で，農民が村や田畑を放棄して逃亡_関東で大地震が発生，被災した領民への対応が後手に回り，領国全域で，農民が村や田畑を放棄して逃亡_関東で大地震が発生，被災した領民への対応が後手に回り，領国全域で，農民が村や田畑を放棄して逃亡
する｢国中諸郡退転｣という深刻な状況に陥ってしまったためする｢国中諸郡退転｣という深刻な状況に陥ってしまったためする｢国中諸郡退転｣という深刻な状況に陥ってしまったためする｢国中諸郡退転｣という深刻な状況に陥ってしまったためする｢国中諸郡退転｣という深刻な状況に陥ってしまったためする｢国中諸郡退転｣という深刻な状況に陥ってしまったため，，，，，，

大内布教許可1550＝35歳：_畑地に課した雑税全てを廃止して低率の懸銭を賦課する｢公事赦免令｣を発令して収拾，全領国規模の初の_畑地に課した雑税全てを廃止して低率の懸銭を賦課する｢公事赦免令｣を発令して収拾，全領国規模の初の_畑地に課した雑税全てを廃止して低率の懸銭を賦課する｢公事赦免令｣を発令して収拾，全領国規模の初の_畑地に課した雑税全てを廃止して低率の懸銭を賦課する｢公事赦免令｣を発令して収拾，全領国規模の初の_畑地に課した雑税全てを廃止して低率の懸銭を賦課する｢公事赦免令｣を発令して収拾，全領国規模の初の_畑地に課した雑税全てを廃止して低率の懸銭を賦課する｢公事赦免令｣を発令して収拾，全領国規模の初の
徳政となり，関東の地付きではない北条氏の支配権の強化に徳政となり，関東の地付きではない北条氏の支配権の強化に徳政となり，関東の地付きではない北条氏の支配権の強化に徳政となり，関東の地付きではない北条氏の支配権の強化に徳政となり，関東の地付きではない北条氏の支配権の強化に徳政となり，関東の地付きではない北条氏の支配権の強化につながっていく。つながっていく。つながっていく。つながっていく。つながっていく。つながっていく。

織田信長登場1551＝36歳：＝36歳：＝36歳：＝36歳：＝36歳：＝36歳：この年，接見して氏康の傑物ぶりを高く評価した南禅寺の僧東嶺智旺は，小田原城が一般の城とは異なる古
刹のような雰囲気で，城下町をも取り込んだような複層した構造をしており，その城下町もゴミ一つ落ちて
いないと評したほどの清潔な都市になっていたのである。_上杉憲政の居城平井城を落として追い詰め，_上杉憲政の居城平井城を落として追い詰め，_上杉憲政の居城平井城を落として追い詰め，_上杉憲政の居城平井城を落として追い詰め，_上杉憲政の居城平井城を落として追い詰め，_上杉憲政の居城平井城を落として追い詰め，

大友布教許可1552＝37歳：_越後守護代長尾景虎(上杉謙信)の元に駆逐，以後，好敵手景虎との血みどろの抗争が始まる。_越後守護代長尾景虎(上杉謙信)の元に駆逐，以後，好敵手景虎との血みどろの抗争が始まる。_越後守護代長尾景虎(上杉謙信)の元に駆逐，以後，好敵手景虎との血みどろの抗争が始まる。_越後守護代長尾景虎(上杉謙信)の元に駆逐，以後，好敵手景虎との血みどろの抗争が始まる。_越後守護代長尾景虎(上杉謙信)の元に駆逐，以後，好敵手景虎との血みどろの抗争が始まる。_越後守護代長尾景虎(上杉謙信)の元に駆逐，以後，好敵手景虎との血みどろの抗争が始まる。
この間，*評定衆を創設，誰でも訴訟を起こせる審理や裁判の仕組みまで作り上げ，民心を掌握。*評定衆を創設，誰でも訴訟を起こせる審理や裁判の仕組みまで作り上げ，民心を掌握。*評定衆を創設，誰でも訴訟を起こせる審理や裁判の仕組みまで作り上げ，民心を掌握。*評定衆を創設，誰でも訴訟を起こせる審理や裁判の仕組みまで作り上げ，民心を掌握。*評定衆を創設，誰でも訴訟を起こせる審理や裁判の仕組みまで作り上げ，民心を掌握。*評定衆を創設，誰でも訴訟を起こせる審理や裁判の仕組みまで作り上げ，民心を掌握。

・・・・・・1554＝39歳：古河城へ侵攻し，足利晴氏を秦野に幽閉。_娘を今川義元の嫡男氏真に嫁がせ，武田信玄の娘を嫡男氏政の_娘を今川義元の嫡男氏真に嫁がせ，武田信玄の娘を嫡男氏政の_娘を今川義元の嫡男氏真に嫁がせ，武田信玄の娘を嫡男氏政の_娘を今川義元の嫡男氏真に嫁がせ，武田信玄の娘を嫡男氏政の_娘を今川義元の嫡男氏真に嫁がせ，武田信玄の娘を嫡男氏政の_娘を今川義元の嫡男氏真に嫁がせ，武田信玄の娘を嫡男氏政の
正室に迎えて，武田・今川と同盟関係を結び(甲相駿三国同盟正室に迎えて，武田・今川と同盟関係を結び(甲相駿三国同盟正室に迎えて，武田・今川と同盟関係を結び(甲相駿三国同盟正室に迎えて，武田・今川と同盟関係を結び(甲相駿三国同盟正室に迎えて，武田・今川と同盟関係を結び(甲相駿三国同盟正室に迎えて，武田・今川と同盟関係を結び(甲相駿三国同盟)，関東での戦いに専念し，)，関東での戦いに専念し，)，関東での戦いに専念し，)，関東での戦いに専念し，)，関東での戦いに専念し，)，関東での戦いに専念し，

大陸邦民事件大陸邦民事件大陸邦民事件大陸邦民事件大陸邦民事件大陸邦民事件1555＝40歳：この頃には，上杉連合軍に全域を奪われていた上野は，北条氏の勢力下に入り，
・・・・・・1557＝42歳：宇都宮氏への支援を明確にするなど，_権力が関東管領に匹敵することを関東諸将に知らしめる。_権力が関東管領に匹敵することを関東諸将に知らしめる。_権力が関東管領に匹敵することを関東諸将に知らしめる。_権力が関東管領に匹敵することを関東諸将に知らしめる。_権力が関東管領に匹敵することを関東諸将に知らしめる。_権力が関東管領に匹敵することを関東諸将に知らしめる。

この間，北条氏の政策の基本となる領内の検地を徹底して行ない，家臣らの諸役賦課の状態も調査，統制は
より円滑になる。歴代同様，税制の改革にも熱心で領民の負担軽減に尽力し，在郷勢力から支持され，国人
等の支配力は低下して，権力はより大きなものとなった。領民の誰もが直接北条氏(評定衆)に不法を訴える
事ができるよう目安箱を設置して，中間支配者層を牽制，

・・・・・・1558＝43歳：北条氏の伝馬手形に押された伝馬専用印判の初見がみられ，この時期には，伝馬制の確立したとされる。
大友府内開港1559＝44歳：他大名に先駆け永楽銭への通貨統一も進め，代物法度を制定して，精銭と地悪銭の法定混合比率を規定する

貨幣制度を実施。_家臣らの諸役賦課の状態を調査した｢北条_家臣らの諸役賦課の状態を調査した｢北条_家臣らの諸役賦課の状態を調査した｢北条_家臣らの諸役賦課の状態を調査した｢北条_家臣らの諸役賦課の状態を調査した｢北条_家臣らの諸役賦課の状態を調査した｢北条家所領役帳｣がまとまる。次男の氏政に家督を家所領役帳｣がまとまる。次男の氏政に家督を家所領役帳｣がまとまる。次男の氏政に家督を家所領役帳｣がまとまる。次男の氏政に家督を家所領役帳｣がまとまる。次男の氏政に家督を家所領役帳｣がまとまる。次男の氏政に家督を
譲って隠居するが，その後も小田原城本丸に留まって，氏政を後見，"小田原二御屋形"と称される形体に移譲って隠居するが，その後も小田原城本丸に留まって，氏政を後見，"小田原二御屋形"と称される形体に移譲って隠居するが，その後も小田原城本丸に留まって，氏政を後見，"小田原二御屋形"と称される形体に移譲って隠居するが，その後も小田原城本丸に留まって，氏政を後見，"小田原二御屋形"と称される形体に移譲って隠居するが，その後も小田原城本丸に留まって，氏政を後見，"小田原二御屋形"と称される形体に移譲って隠居するが，その後も小田原城本丸に留まって，氏政を後見，"小田原二御屋形"と称される形体に移
行。上野国の領国化にも成功し，越後行。上野国の領国化にも成功し，越後行。上野国の領国化にも成功し，越後行。上野国の領国化にも成功し，越後行。上野国の領国化にも成功し，越後行。上野国の領国化にも成功し，越後に対しては沼田に北条康元を置いて対抗。に対しては沼田に北条康元を置いて対抗。に対しては沼田に北条康元を置いて対抗。に対しては沼田に北条康元を置いて対抗。に対しては沼田に北条康元を置いて対抗。に対しては沼田に北条康元を置いて対抗。

桶狭間の戦・桶狭間の戦・桶狭間の戦・桶狭間の戦・桶狭間の戦・桶狭間の戦・1560＝45歳：＝45歳：＝45歳：＝45歳：＝45歳：＝45歳：_桶狭間の戦いで，今川義元が織田信長に討たれ，今川氏の勢力が衰退するが，永禄の飢饉のなか，上杉謙_桶狭間の戦いで，今川義元が織田信長に討たれ，今川氏の勢力が衰退するが，永禄の飢饉のなか，上杉謙_桶狭間の戦いで，今川義元が織田信長に討たれ，今川氏の勢力が衰退するが，永禄の飢饉のなか，上杉謙_桶狭間の戦いで，今川義元が織田信長に討たれ，今川氏の勢力が衰退するが，永禄の飢饉のなか，上杉謙_桶狭間の戦いで，今川義元が織田信長に討たれ，今川氏の勢力が衰退するが，永禄の飢饉のなか，上杉謙_桶狭間の戦いで，今川義元が織田信長に討たれ，今川氏の勢力が衰退するが，永禄の飢饉のなか，上杉謙
信が上杉憲政を奉じて関東へ侵攻，本拠地の小田原城に引い信が上杉憲政を奉じて関東へ侵攻，本拠地の小田原城に引い信が上杉憲政を奉じて関東へ侵攻，本拠地の小田原城に引い信が上杉憲政を奉じて関東へ侵攻，本拠地の小田原城に引い信が上杉憲政を奉じて関東へ侵攻，本拠地の小田原城に引い信が上杉憲政を奉じて関東へ侵攻，本拠地の小田原城に引いて籠城するうち，謙信は上野厩橋城で越年，て籠城するうち，謙信は上野厩橋城で越年，て籠城するうち，謙信は上野厩橋城で越年，て籠城するうち，謙信は上野厩橋城で越年，て籠城するうち，謙信は上野厩橋城で越年，て籠城するうち，謙信は上野厩橋城で越年，

川中島最激戦1561＝46歳：_大軍を率いて押し寄せ，小田原城は包囲されるが，防衛は堅く，飢饉のため出兵を維持できなくなった謙_大軍を率いて押し寄せ，小田原城は包囲されるが，防衛は堅く，飢饉のため出兵を維持できなくなった謙_大軍を率いて押し寄せ，小田原城は包囲されるが，防衛は堅く，飢饉のため出兵を維持できなくなった謙_大軍を率いて押し寄せ，小田原城は包囲されるが，防衛は堅く，飢饉のため出兵を維持できなくなった謙_大軍を率いて押し寄せ，小田原城は包囲されるが，防衛は堅く，飢饉のため出兵を維持できなくなった謙_大軍を率いて押し寄せ，小田原城は包囲されるが，防衛は堅く，飢饉のため出兵を維持できなくなった謙
信側の諸武将が勝手に引き上げる事態になり，氏康と同盟を信側の諸武将が勝手に引き上げる事態になり，氏康と同盟を信側の諸武将が勝手に引き上げる事態になり，氏康と同盟を信側の諸武将が勝手に引き上げる事態になり，氏康と同盟を信側の諸武将が勝手に引き上げる事態になり，氏康と同盟を信側の諸武将が勝手に引き上げる事態になり，氏康と同盟を結ぶ信玄が川中島に海津城を完成させて牽制し結ぶ信玄が川中島に海津城を完成させて牽制し結ぶ信玄が川中島に海津城を完成させて牽制し結ぶ信玄が川中島に海津城を完成させて牽制し結ぶ信玄が川中島に海津城を完成させて牽制し結ぶ信玄が川中島に海津城を完成させて牽制し
たため，ついに，謙信は撤退して鎌倉に兵を引き上げ，なお諸戦を行うも成果上がらず，越後国へ帰る。以たため，ついに，謙信は撤退して鎌倉に兵を引き上げ，なお諸戦を行うも成果上がらず，越後国へ帰る。以たため，ついに，謙信は撤退して鎌倉に兵を引き上げ，なお諸戦を行うも成果上がらず，越後国へ帰る。以たため，ついに，謙信は撤退して鎌倉に兵を引き上げ，なお諸戦を行うも成果上がらず，越後国へ帰る。以たため，ついに，謙信は撤退して鎌倉に兵を引き上げ，なお諸戦を行うも成果上がらず，越後国へ帰る。以たため，ついに，謙信は撤退して鎌倉に兵を引き上げ，なお諸戦を行うも成果上がらず，越後国へ帰る。以
降，上杉謙信は，農業の端境期の冬に降，上杉謙信は，農業の端境期の冬に降，上杉謙信は，農業の端境期の冬に降，上杉謙信は，農業の端境期の冬に降，上杉謙信は，農業の端境期の冬に降，上杉謙信は，農業の端境期の冬になると関東に侵攻し，その対応に追われ，一進一退の攻防が続く。なると関東に侵攻し，その対応に追われ，一進一退の攻防が続く。なると関東に侵攻し，その対応に追われ，一進一退の攻防が続く。なると関東に侵攻し，その対応に追われ，一進一退の攻防が続く。なると関東に侵攻し，その対応に追われ，一進一退の攻防が続く。なると関東に侵攻し，その対応に追われ，一進一退の攻防が続く。

大村純忠受洗1563＝48歳：武田氏の援軍を得て，松山城や上野厩橋城を攻略，
川中島の戦終1564＝49歳：この間，全国的に良質の永楽銭が不足し地悪銭が増加，それによる税収不足を防ぐ為に，この年，反銭を米

で納める穀反銭を創設。_里見義堯・義弘父子と上総国などの_里見義堯・義弘父子と上総国などの_里見義堯・義弘父子と上総国などの_里見義堯・義弘父子と上総国などの_里見義堯・義弘父子と上総国などの_里見義堯・義弘父子と上総国などの支配権をめぐって対陣，苦戦するも撃破(第二支配権をめぐって対陣，苦戦するも撃破(第二支配権をめぐって対陣，苦戦するも撃破(第二支配権をめぐって対陣，苦戦するも撃破(第二支配権をめぐって対陣，苦戦するも撃破(第二支配権をめぐって対陣，苦戦するも撃破(第二
次国府台合戦)，最後の出陣になった。次国府台合戦)，最後の出陣になった。次国府台合戦)，最後の出陣になった。次国府台合戦)，最後の出陣になった。次国府台合戦)，最後の出陣になった。次国府台合戦)，最後の出陣になった。

将軍義輝自刃1565＝50歳：反銭を麦で納める正木棟別の制度も創設。
・・・・・・1566＝51歳：上野厩橋城の上杉家直臣が北条に寝返って，上杉氏は関東からの撤退を余儀なくされた。*以降は実質的に*以降は実質的に*以降は実質的に*以降は実質的に*以降は実質的に*以降は実質的に

も隠居し(この前後，氏政が左京大夫に任官)，息子達に多くも隠居し(この前後，氏政が左京大夫に任官)，息子達に多くも隠居し(この前後，氏政が左京大夫に任官)，息子達に多くも隠居し(この前後，氏政が左京大夫に任官)，息子達に多くも隠居し(この前後，氏政が左京大夫に任官)，息子達に多くも隠居し(この前後，氏政が左京大夫に任官)，息子達に多くの戦を任せ，後方支援に専念するが，の戦を任せ，後方支援に専念するが，の戦を任せ，後方支援に専念するが，の戦を任せ，後方支援に専念するが，の戦を任せ，後方支援に専念するが，の戦を任せ，後方支援に専念するが，
岐阜楽市楽座1567＝52歳：_氏政に里見氏攻略させるも，裏をかかれて大敗(三船台合戦)，上総南半を失い，_氏政に里見氏攻略させるも，裏をかかれて大敗(三船台合戦)，上総南半を失い，_氏政に里見氏攻略させるも，裏をかかれて大敗(三船台合戦)，上総南半を失い，_氏政に里見氏攻略させるも，裏をかかれて大敗(三船台合戦)，上総南半を失い，_氏政に里見氏攻略させるも，裏をかかれて大敗(三船台合戦)，上総南半を失い，_氏政に里見氏攻略させるも，裏をかかれて大敗(三船台合戦)，上総南半を失い，
織田信長入京織田信長入京織田信長入京織田信長入京織田信長入京織田信長入京1568＝53歳：_義元没後の今川氏の衰退で，三国同盟は破棄され，今川軍は武田軍に敗北，娘婿の今川氏真を支援すべく_義元没後の今川氏の衰退で，三国同盟は破棄され，今川軍は武田軍に敗北，娘婿の今川氏真を支援すべく_義元没後の今川氏の衰退で，三国同盟は破棄され，今川軍は武田軍に敗北，娘婿の今川氏真を支援すべく_義元没後の今川氏の衰退で，三国同盟は破棄され，今川軍は武田軍に敗北，娘婿の今川氏真を支援すべく_義元没後の今川氏の衰退で，三国同盟は破棄され，今川軍は武田軍に敗北，娘婿の今川氏真を支援すべく_義元没後の今川氏の衰退で，三国同盟は破棄され，今川軍は武田軍に敗北，娘婿の今川氏真を支援すべく

氏政が駿河に出兵する間，徳川家康との密約を結んで，信玄氏政が駿河に出兵する間，徳川家康との密約を結んで，信玄氏政が駿河に出兵する間，徳川家康との密約を結んで，信玄氏政が駿河に出兵する間，徳川家康との密約を結んで，信玄氏政が駿河に出兵する間，徳川家康との密約を結んで，信玄氏政が駿河に出兵する間，徳川家康との密約を結んで，信玄を甲斐国へと退却させるが，敵対関係は決定的を甲斐国へと退却させるが，敵対関係は決定的を甲斐国へと退却させるが，敵対関係は決定的を甲斐国へと退却させるが，敵対関係は決定的を甲斐国へと退却させるが，敵対関係は決定的を甲斐国へと退却させるが，敵対関係は決定的
となり，甲相同盟は破綻。西に武田氏，北に上杉氏，東に里見氏と3方向を敵勢力に囲まれる危機的状況にとなり，甲相同盟は破綻。西に武田氏，北に上杉氏，東に里見氏と3方向を敵勢力に囲まれる危機的状況にとなり，甲相同盟は破綻。西に武田氏，北に上杉氏，東に里見氏と3方向を敵勢力に囲まれる危機的状況にとなり，甲相同盟は破綻。西に武田氏，北に上杉氏，東に里見氏と3方向を敵勢力に囲まれる危機的状況にとなり，甲相同盟は破綻。西に武田氏，北に上杉氏，東に里見氏と3方向を敵勢力に囲まれる危機的状況にとなり，甲相同盟は破綻。西に武田氏，北に上杉氏，東に里見氏と3方向を敵勢力に囲まれる危機的状況に
陥る。この苦境を乗り切るべく，駿河陥る。この苦境を乗り切るべく，駿河陥る。この苦境を乗り切るべく，駿河陥る。この苦境を乗り切るべく，駿河陥る。この苦境を乗り切るべく，駿河陥る。この苦境を乗り切るべく，駿河出兵を決めると同時に，上杉氏との同盟交渉を開始，出兵を決めると同時に，上杉氏との同盟交渉を開始，出兵を決めると同時に，上杉氏との同盟交渉を開始，出兵を決めると同時に，上杉氏との同盟交渉を開始，出兵を決めると同時に，上杉氏との同盟交渉を開始，出兵を決めると同時に，上杉氏との同盟交渉を開始，

京都宣教許可1569＝54歳：＝54歳：＝54歳：＝54歳：＝54歳：＝54歳：棟別銭と反銭を銭納から米穀等の物納に全面的に切り替え，財政の最終的な安定化を図っている。_上杉謙_上杉謙_上杉謙_上杉謙_上杉謙_上杉謙
信と越相同盟を結ぶ。謙信は氏康の甥の足利義氏を古河公方信と越相同盟を結ぶ。謙信は氏康の甥の足利義氏を古河公方信と越相同盟を結ぶ。謙信は氏康の甥の足利義氏を古河公方信と越相同盟を結ぶ。謙信は氏康の甥の足利義氏を古河公方信と越相同盟を結ぶ。謙信は氏康の甥の足利義氏を古河公方信と越相同盟を結ぶ。謙信は氏康の甥の足利義氏を古河公方として，氏康・氏政は，謙信を公方の執事たるとして，氏康・氏政は，謙信を公方の執事たるとして，氏康・氏政は，謙信を公方の執事たるとして，氏康・氏政は，謙信を公方の執事たるとして，氏康・氏政は，謙信を公方の執事たるとして，氏康・氏政は，謙信を公方の執事たる
関東管領職であるとお互いに認め，上野・武蔵北辺の一部の上杉氏領有を認める代わりに，謙信に北条氏に関東管領職であるとお互いに認め，上野・武蔵北辺の一部の上杉氏領有を認める代わりに，謙信に北条氏に関東管領職であるとお互いに認め，上野・武蔵北辺の一部の上杉氏領有を認める代わりに，謙信に北条氏に関東管領職であるとお互いに認め，上野・武蔵北辺の一部の上杉氏領有を認める代わりに，謙信に北条氏に関東管領職であるとお互いに認め，上野・武蔵北辺の一部の上杉氏領有を認める代わりに，謙信に北条氏に関東管領職であるとお互いに認め，上野・武蔵北辺の一部の上杉氏領有を認める代わりに，謙信に北条氏に
よる相模・武蔵大半の領有を認めさせよる相模・武蔵大半の領有を認めさせよる相模・武蔵大半の領有を認めさせよる相模・武蔵大半の領有を認めさせよる相模・武蔵大半の領有を認めさせよる相模・武蔵大半の領有を認めさせ，停戦という意味では成功を収めるが，謙信に属していた関東諸大名，停戦という意味では成功を収めるが，謙信に属していた関東諸大名，停戦という意味では成功を収めるが，謙信に属していた関東諸大名，停戦という意味では成功を収めるが，謙信に属していた関東諸大名，停戦という意味では成功を収めるが，謙信に属していた関東諸大名，停戦という意味では成功を収めるが，謙信に属していた関東諸大名
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小田原の城下町のさらなる発展のため，全国から職人や文化人を呼び寄せ大規模な都市開発を行い，西の山
口と並称称される東国最大の都市となった。父氏綱同様，寺院の建立も活発に行っている。

伊東潤+板嶋恒明｢北条氏康 関東に王道楽土を築いた男｣，Wikipedia，


